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資
料
紹
介脱

炭
素
先
行
地
域
第
二
回
選
定
に
お
け
る
道
内
自
治
体

か
ら
の
計
画
提
案
に
つ
い
て

う
内
訳
で
あ
る
。
自
治
体
の
単
独
応
募
は
三
団
体
に
と
ど

ま
り
、
多
く
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
民
間
企
業
や
金
融
機

関
、大
学
、県
と
い
っ
た
共
同
提
案
者
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

　

道
内
自
治
体
と
し
て
は
今
回
、
札
幌
市
と
奥
尻
町
の
二

団
体
が
選
定
を
受
け
た
。
第
一
回
選
定
で
は
、
石
狩
市
、

上
士
幌
町
、
鹿
追
町
の
三
団
体
が
選
定
を
受
け
て
お
り
、

道
内
は
計
五
団
体
に
な
る
。
第
一
回
選
定
の
三
団
体
は
い

ず
れ
も
単
独
応
募
だ
っ
た
が
、
第
二
回
選
定
の
二
団
体
は

い
ず
れ
も
民
間
企
業
等
と
の
共
同
提
案
で
あ
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
以
降
に
、
環
境
省
策
定
の
資
料
「
第
二
回
脱

炭
素
先
行
地
域
の
概
要
」（
二
〇
二
二
年
一
一
月
一
日
）

よ
り
、
道
内
二
市
町
の
「
計
画
提
案
の
概
要
」
を
引
用
し

て
紹
介
す
る
が
、
予
め
「
取
組
の
全
体
像
」
を
以
下
に
引

用
し
、
二
市
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
概
観
す
る
。

○
　
札
幌
市「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
都
市「
環
境
首
都
・SA

P
P
‿R
O

」を

目
指
し
て

－

産
学
官
に
よ
る
積
雪
寒
冷
地
モ
デ
ル
の
構
築

－

」

　

寒
冷
地
の
特
性
を
踏
ま
え
た
Ｃ
Ｇ
Ｓ
（
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

が
進
め
ら
れ
て
い
る
札
幌
都
心
地
域
の
民
間
施
設
群
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ

（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）
化
、
太
陽
光
発
電
等

の
導
入
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
熱
供
給
源
と
し
て
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
な
ど
の
再
エ
ネ
利
用
に
加
え
、
Ｃ
Ｎ
ガ
ス
へ
の
切
り
替

　

環
境
省
設
置
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
評
価
委
員
会
」
は

二
〇
二
二
年
一
一
月
一
日
、「
脱
炭
素
先
行
地
域
選
定
結

果
（
第
二
回
）」
を
公
表
し
た
。
同
年
四
月
二
六
日
の
第

一
回
選
定
結
果
の
公
表
に
続
き
、
二
回
目
の
結
果
公
表
に

な
る
。

　

同
委
員
会
は
、
二
〇
二
一
年
六
月
に
策
定
・
公
表
し
た

『
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
に
基
づ
き
、
二
〇
二
五

年
度
ま
で
に
少
な
く
と
も
一
〇
〇
カ
所
の
「
脱
炭
素
先
行

地
域
」
を
創
出
し
、「
脱
炭
素
に
向
か
う
地
域
特
性
等
に

応
じ
た
先
行
的
な
取
組
実
施
の
道
筋
を
つ
け
、
二
〇
三
〇

年
度
ま
で
に
実
行
す
る
」、「
農
村
・
漁
村
・
山
村
、
離
島
、

都
市
部
の
街
区
な
ど
多
様
な
地
域
に
お
い
て
、
地
域
課
題

を
解
決
し
、
住
民
の
暮
ら
し
の
質
の
向
上
を
実
現
し
な
が

ら
脱
炭
素
に
向
か
う
取
組
の
方
向
性
を
示
す
」
と
の
方
針

の
も
と
で
同
地
域
の
選
定
を
進
め
て
い
る
。

　

第
二
回
選
定
に
向
け
た
計
画
提
案
の
募
集
は
二
〇
二
二

年
七
月
二
六
日
～
八
月
二
六
日
に
実
施
さ
れ
、
国
内
五
三

の
自
治
体
か
ら
、
共
同
提
案
を
含
め
五
〇
件
の
計
画
が
提

出
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
有
識
者
会
議
の
審
査
の
結

果
、
二
〇
件
が
選
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

選
定
さ
れ
た
二
〇
件
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
別
の
内
訳

は
一
七
道
府
県
＝
一
道
一
府
一
五
県
、
応
募
者
（
主
た
る

提
案
者
）
の
団
体
区
分
で
は
一
五
市
、
三
町
、
二
村
と
い

え
に
よ
り
電
力
・
熱
の
脱
炭
素
化
を
推
進
。
水
素
モ
デ
ル
街
区

で
は
、
定
置
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
し
て
燃
料
電
池
（
Ｆ

Ｃ
）
ト
ラ
ッ
ク
の
運
用
実
証
を
実
施
。
招
致
活
動
中
の
二
〇
三

〇
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、

利
用
予
定
施
設
と
し
て
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
大
会

期
間
中
の
輸
送
に
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
（
Ｚ
Ｅ
Ｖ
）
を
活
用
し
、

ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
大
会
を
実
現
。

○
　
奥
尻
町
「
再
エ
ネ
フ
ル
メ
ニ
ュ
ー
で
実
現
す
る
「
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
奥
尻
」
事
業
」

　

既
存
の
水
力
発
電
と
地
熱
・
太
陽
光
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等

の
多
様
な
再
エ
ネ
電
源
を
活
用
し
て
島
全
域
の
脱
炭
素
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
人
口
や
公
共
施
設
等
が
集
中
す
る
島
内
二
エ
リ

ア
に
自
営
線
に
よ
る
サ
ブ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
、
離
島
に

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
減
と
電
力
供
給
の
安
定
化
を

図
る
。
ま
た
、
町
有
バ
ス
や
公
用
車
の
Ｅ
Ｖ
化
、
Ｅ
Ｖ
自
動
運

転
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
導
入
し
、

高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
の
利
便
性
を
向
上
し
、
脱
炭
素

化
の
取
組
を
通
じ
て
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
奥
尻
」

を
実
現
。

　

同
委
員
会
は
今
後
も
年
二
回
の
ペ
ー
ス
で
選
定
を
続
け

る
と
し
て
お
り
、「
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
」
の
実
現
に
向
け
、

全
国
の
地
域
・
自
治
体
・
企
業
等
の
今
後
の
動
向
が
注
目

さ
れ
る
。

＜

編
集
部
・
正
木
浩
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